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急速ろ過法、緩速ろ過法
又は膜ろ過法のいずれか
の浄水処理の実施等

施設を整備中の浄水
場では原水の濁度レ
ベルが通常より高く
なった場合は取水停
止等の措置（クリプ
トスポリジウム汚染
を生じさせない濁度
上昇時を除く）適正な運転管理、

ろ過池出口での濁度の常時監視
及び濁度の0.1度以下の維持

図　水道原水に係るクリプトスポリジウムによる汚染のおそれの判断等の流れ

水源域での糞
便処理施設等
の排出源の立
地動向の監視

原水での
大腸菌群の定期的な監視
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及び浅井戸のいずれか
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ろ過施設
の有無
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水道原水のクリプトスポリジウムによる汚染のおそれあり

※２
原水での大腸菌群の検
出があった場合や、水源
域に糞便処理施設等の
排出源がある場合には、
指標菌検査を行わずに
原水汚染のおそれありと
判断しても良い。

※２

※１ ※１

※２

※１　　　　　　　　　
全ての浄水処理施
設は両方の矢印の
流れによる検討を
行う。


